
先日、介護保険の学習会に参加しまし
た。介護保険料が当初の倍になり、国と
しては要支援を保険から外そうとする思
惑があるとのこと。今回は先延ばしになり
ましたが、いつかはそんな日が来ると思
います。介護保険を利用したくても利用出
来ない、お金がない…など様々です。
この様な生きづらい世の中で暮らしや
すい生活を手助けするために、くらしサ
ポートの活動をしていきたいと思います。

地域福祉相談支援センター/くらしサポーター事務局

ＮＯ.

101

直通電話 ０４８－２９６－８６９２

くらしサポーターは、感染防止を徹底したうえで、活動します。事前の体調確認、
マスク着用、手洗い、消毒など感染予防の基本を励行します。

羽生市で開始準備のうごき

「くらサポを知る会」の開催を企画して
います。
日時：2023年 ３月７日（火） 11：00～
場所：羽生市須影公民館

コーディネーター
リレートーク（第2回）

さいたま市 島津利枝さん

県西地域くらサポ交流会開催

日時：2023年 4月3日（月） 13：30～
場所：ウエスタ川越
※対象地域のサポーターにはお知らせを郵送
します。

最 近 の 事 例 紹 介

見守り・話し相手で利用している
利用者さんから自宅近くに老人ホーム
が出来たので、一緒に見学に行って
欲しいという依頼がありました。
利用者さんは独居で、お近くにご家族が
いないため今回、同行することになりました。
施設はオープン前ということで、入居者の方はま

だいなかったため、ゆっくりと施設の方のお話を聞
き、お部屋の見学をしました。今後、体験入居をさ
れるそうです。

（川越市 80代）

依頼者の男性は要支援の方
で、週１回ヘルパーさんに掃
除やゴミ捨て、買物代行をお
願いしているそうです。時間
内でヘルパーさんにすべてを
やってもらうのは難しく、くらサ
ポに買物代行の依頼があり
サポートしました。

（行田市 70代）

くらしサポーターはちょっとしたお困り
ごとをお手伝いしています。


